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事
業
所
な
ど
は
、
平
成
28
年
中

に
従
業
員
（
ア
ル
バ
イ
ト
、
パ
ー
ト

な
ど
を
含
む
）
に
支
払
っ
た
給
料
・

賃
金
・
賞
与
な
ど
を
基
に
、
平
成

29
年
度
の
給
与
支
払
報
告
書
を
作

成
し
、
平
成
29
年
1
月
1
日
現
在

に
お
け
る
従
業
員
の
住
所
地
の
市

町
村
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

平
成
29
年
度
（
平
成
28
年
分
）

の
給
与
支
払
報
告
書
は
、
社
会
保

障
・
税
番
号
制
度
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

制
度
）
の
施
行
に
伴
い
、
法
人
番
号

と
個
人
番
号
の
記
載
が
必
要
で

す
。
す
べ
て
の
項
目
を
正
し
く
記

入
し
、
早
め
の
提
出
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

期
限
内
に
提
出
が
な
い
と
、
市

民
税
・
県
民
税
の
課
税
を
年
度
当

初
で
行
え
な
い
場
合
が
あ
り
、
従

業
員
が
納
税
す
る
際
の
納
付
回
数

が
減
る
（
1
回
当
た
り
の
納
付
金

額
が
増
え
る
）
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
市
民
税
・
県
民
税
の
課
税

通
知
書
は
、
特
別
徴
収
（
月
々
の
給

与
か
ら
天
引
き
）
の
人
は
、
平
成

29
年
5
月
15
日
に
事
業
所
な
ど

へ
、
普
通
徴
収
（
直
接
個
人
で
納

付
）
の
人
は
、
平
成
29
年
6
月
15
日

に
本
人
あ
て
に
発
送
す
る
予
定
で

す
。

　

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

■
給
与
支
払
報
告
書
の
提
出

　

市
町
村
の
担
当
部
署
に
、
持
参

か
郵
送
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

郵
送
で
提
出
す
る
場
合
は
、
郵

送
す
る
市
町
村
の
担
当
部
署
を
確

認
の
う
え
、
期
限
ま
で
に
到
着
す

る
よ
う
日
数
に
余
裕
を
も
っ
て
郵

送
し
て
く
だ
さ
い
。

期
限　

平
成
29
年
1
月
31
日


提
出
先　

従
業
員
の
平
成
29
年

1
月
1
日
現
在
に
お
け
る
住
所
地

の
市
町
村
担
当
部
署
（
大
崎
市
の

場
合
は
、
税
務
課
市
民
税
担
当
）

 

税
務
課
市
民
税
担
当　



2
1
4
8

給
与
支
払
報
告
書
の
作
成
は
早
め
の
準
備
を
お
願
い
し
ま
す

事業所向け
年末調整説明会

日時　11月16日

古川地域：10時～12時

松山・三本木・鹿島台・岩出山・鳴子

温泉・田尻地域：14時～16時

場所　大崎市民会館大ホール

※大崎市民会館駐車場のほか、荒雄

　公園駐車場も利用できます。

 古川税務署法人課税第一部門

　 源泉所得税担当   22-1711

青色申告決算説明会

■営業・不動産所得

日時　12月1日

古川地域：10時～12時

松山・三本木・鹿島台・岩出山・鳴子温

泉・田尻地域：13時30分～15時30分

場所　大崎合同庁舎1階大会議室

■農業所得

日時　12月2日

古川地域：10時～12時

松山・三本木・鹿島台・岩出山・鳴子温

泉・田尻地域：13時30分～15時30分

場所　大崎合同庁舎1階大会議室

 古川税務署個人課税第一部門

　 所得税担当   22-1711

　

大
崎
市
中
心
市
街
地
循
環
便

（
循
環
バ
ス
）
は
、
市
街
地
の
賑
わ

い
の
創
出
、
通
学
・
通
院
・
買
い
物

な
ど
の
交
通
手
段
の
確
保
、
古
川

地
域
中
心
部
の
交
通
空
白
域
へ
の

対
応
を
目
的
に
、
南
側
循
環
便
、
北

側
循
環
便
、
シ
ャ
ト
ル
便
の
3
経

路
で
実
証
運
行
を
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
民
バ
ス（
古
川
線
、
三

本
木
大
衡
線
、
高
倉
線
、
鳴
子
線
、

宮
沢
真
山
線
、
松
山
鹿
島
台
線
、
大

貫
線
）
は
、
午
前
・
午
後
の
各
1
便

を
市
民
病
院
経
由
で
運
行
し
て

い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
利
用
し
て
く
だ
さ

い
。

■
大
崎
市
中
心
市
街
地
循
環
便
が

　

実
証
運
行
す
る
路
線

南
側
循
環
便
（
1
日
7
便
運
行
）

　

古
川
駅
前
、
大
崎
市
民
会
館

前
、
古
川
第
二
小
学
校
入
口
、
古
川

駅
南
口
、
中
里
、
大
崎
市
民
病
院
、

七
日
町
を
経
由

北
側
循
環
便
（
1
日
7
便
運
行
）

　

古
川
駅
前
、
七
日
町
、
大
崎
市
民

病
院
、
三
日
町
、
古
川
黎
明
中
学
校

前
、
宮
袋
団
地
、
大
宮
を
経
由

シ
ャ
ト
ル
便
（
1
日
4
便
運
行
）

　

古
川
駅
前
、
七
日
町
、
大
崎
市
民

病
院
を
経
由

■
運
行
日

　

月
～
金
曜
日

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
運
行
し
ま

　

せ
ん
。

■
実
証
期
間

　

平
成
29
年
9
月
ま
で
の
予
定

■
乗
車
料
金

1
回　

1
0
0
円

一
日
フ
リ
ー
乗
車
券　

2
0
0
円

※
各
循
環
便
・
シ
ャ
ト
ル
便
を
一

　

日
何
回
で
も
利
用
で
き
る
「
一

　

日
フ
リ
ー
乗
車
券
」
は
、
各
便
の

　

車
内
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

 

ま
ち
づ
く
り
推
進
公
共
交
通
担
当　



5
0
6
9

循
環
バ
ス
の
実
証
運
行
を
開
始
し
ま
し
た

　

大
崎
市
民
憲
章
は
、
平
成
18
年

11
月
3
日
に
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

市
民
憲
章
と
は
、
大
崎
市
に
住
む

す
べ
て
の
市
民
の
基
本
的
な
規

範
、
指
針
と
な
る
宣
言
で
す
。

　

今
年
は
大
崎
市
誕
生
10
周
年
で

あ
り
、
同
時
に
、
市
民
憲
章
が
制
定

さ
れ
て
10
周
年
に
な
り
ま
す
。
あ

ら
た
め
て
、
大
崎
市
民
憲
章
を
紹

介
し
ま
す
。

大
崎
市
民
憲
章

　

市
民
憲
章
は
前
文
と
本
文
で
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

前
文
は
恵
ま
れ
た
自
然
、
豊
か

な
文
化
、
先
人
の
築
い
て
き
た
歴

史
と
伝
統
へ
の
敬
意
と
賞
賛
を
う

た
い
、
大
崎
市
の
風
景
が
浮
か
ぶ

よ
う
に
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
文
は
、
市
民
が
大
崎
市
に
生

き
る
誇
り
や
喜
び
を
感
じ
、
市
民

と
し
て
責
任
を
持
ち
、
個
人
の

尊
重
、
互
助
精
神
、
住
民
協
働
、
安

全
・
安
心
で
快
適
な
暮
ら
し
、
人
材

育
成
や
産
業
振
興
を
希
求
し
、
先

人
か
ら
引
き
継
い
だ
歴
史
や
文
化

に
磨
き
を
か
け
、
次
代
を
担
う
子

ど
も
た
ち
が
誇
れ
る
大
崎
市
を
創

造
し
て
い
く
。
そ
ん
な
思
い
が
込

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

大
崎
市
民
憲
章
書
道
コ
ン
ク
ー
ル

の
審
査
結
果

　

市
内
小
中
学
校
33
校
か
ら
総
数

2
2
0
点
の
応
募
が
あ
っ
た
平
成

28
年
度
大
崎
市
民
憲
章
書
道
コ
ン

ク
ー
ル
は
、
9
月
5
日
に
審
査
会

を
行
い
、
合
計
40
点
の
入
賞
作
品

を
選
定
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
9
月
28
日
に
表
彰
式

を
行
い
、
最
優
秀
賞
と
優
秀
賞

を
受
賞
し
た
皆
さ
ん
を
表
彰
し

ま
し
た
。
審
査
結
果
や
表
彰
式

の
様
子
は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

に
あ
る
平
成
28
年
度
大
崎
市
民

憲
章
書
道
コ
ン
ク
ー
ル
の
ペ
ー

ジ
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）
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

市
民
憲
章
の
掲
示

　

市
内
の
事
業
所
な
ど
で
、
市
民

憲
章
の
掲
示
を
希
望
す
る
場
合

は
、
市
民
憲
章
の
印
刷
物
（
A
2
サ

イ
ズ
、
4
2
0
㎜
×
5
9
4
㎜
）
を

配
布
し
て
い
ま
す
。

　

配
布
に
関
す
る
詳
し
い
内
容

は
、
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
に
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

 

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
地
域
自
治
・
N
P
O
担
当　



5
0
6
9

11
月
は
市
民
憲
章
の
制
定
月
で
す

大崎市民憲章書道コンクール最優秀賞・優秀賞受賞者

区分 氏名 学校・学年

最優秀賞

（2人）

▼高橋 乃唯さん

▼矢内 未来さん

古川第三小学校6年生
古川黎明中学校1年生

優秀賞

（6人）

▼片山 心さん

▼宍戸 勇斗さん

▼鈴木 凛子さん

▼蓬田 莉央さん

▼日野 郁佳さん

▼小野寺 晴香さん

長岡小学校3年生
東大崎小学校3年生
古川第四小学校4年生
古川第二小学校5年生
古川東中学校3年生
古川黎明中学校3年生

 


